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以前より行っていましたが、人員が足りず院外からの紹介をお受

けできていなかった範囲を、人員増強によりお受けしていくことにな

りました。

リンパ浮腫（担当；久保村）、眼瞼下垂症（担当；有馬・金子）の患

者さんがいらっしゃったらいつでもご紹介ください。

リンパ浮腫と眼瞼下垂症
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眼瞼下垂手術を
形成外科で再開します

眼瞼下垂症は、有馬講師、金子医師が専門で対応

させて頂きます。まぶたが重い症状がある方は気軽

に外来にお越しください。

リンパ管吻合を強化します

乳がん、子宮頸がん・体がん、前立腺がんなどの手

術（リンパ節郭清術）後や、抗がん剤治療中にリンパ

流が滞ることがあり、リンパ浮腫の原因となります。

圧迫療法のやりづらい陰部の浮腫がある場合や、蜂

窩織炎を繰り返している場合はリンパ管静脈吻合等

の手術療法の良い適応と考えられています。

眼瞼下垂症手術の合併症で大きな問題となるは術後

の出血です。外来通院で手術も可能ですが、合併症を

減らすため、術後数日の入院にも対応しています。

月・金外来で拝見

いたします

有馬医師・金子医師が拝見いたします。

電話でご予約お願いいたします
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